
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今週の卓話  （1 月 22 日） 

次週の予定  （1 月 29 日） 

先週の例会報告 

◆ 出席報告（1月 15 日分） 

会員数 43名 出席数 34名 欠席者 3名 

特定免除 6名 その他免除 0名 

出席率 91.89％ 

 

前々回 12月 18日分 

ホームクラブの出席者 37名  92.50％ 

メークアップの結果 38名 

特定免除  5名  その他免除  0名 

欠席者   2名  修正出席率 95.00％ 

 

ロータリーソング 

「四つのテスト体操」「我等の生業」 

２０１２年～２０１３年度 

国際ロータリーのテーマ 

奉仕を通じて 
平和を 

 

 田中 作次 

国際ロータリー会長 

第２６６０地区 

大東ロータリークラブ 

■ 事務所 
〒574-0046 大東市赤井１丁目 2-10 

ポップタウン住道本館４階 
T E L :０７２－８７５－１２００ 
F A X :０７２－８７５－０５９０ 
E-mail:office@daito-rc.org 
http://www.daito-rc.org/ 

■ 例会 
毎週火曜日 12 時 30 分～1 時 30 分 
〒574-0076 大東市曙町 4-6 
大東市民会館 4 階「大会議室」 
T E L :０７２－８７１－０００１ 
 
 

創立 1967 年 12 月 26 日 
■会 長 藤本 和俊 
■幹 事 髙島  登 
■会報委員長 松原 清一 

◆4つのテスト◆ 
言行はこれに照らしてから 
① 真実かどうか？ 
② みんなに公平か？ 
③ 好意と友情を深めるか？ 
④ みんなのためになるかどうか？ 
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 後面に記載 

今月のテーマ 

「ロータリー理解推進月間」 

平成 25 年 1 月 22 日   No.2191    H25.1.15 (No.2190 の例会記録) 

 

  ゲスト         米山奨学生 付翠紅さん 

  

「 エネルギー情勢と電力安定供給に向けた取組 」 

担当 中野 秀一 会員 

関西電力東大阪営業所 所長、係長 

  

 

い 

「 タイヤのおはなし 」 

空門 満也 会員 
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 皆さんこんにちは。年明けより寒い日が続き、

かなり風邪などが蔓延している状況です。御多分

に漏れず、我が家も全滅です。まだまだ寒さはこ

れからが本番ですので、くれぐれも体調管理には

お気をつけて下さい。 

 １月１３日（日）に住道駅南側の末広公園で開催

されました大東市消防出初式に出席してまいりました。大変寒いなかではありまし

たが、大阪産業大学の女性チアリーデングの特別演技や、２７分団からなる消防車

両部隊や徒歩部隊、総勢約1,000名からなるパレードは圧巻するものがありました。

なかに弊社社員も消防団員として参加し、また女性防火クラブでは谷中会員の奥さ

んの姿も観ることが出来ました。そして昨年贈呈しましたシマトネリコの樹木に向

けられて、お馴染みの一斉放水の披露などもありました。日々このような方々が、

地域の安全・安心の守り手として、崇高な使命感を持って日々研鑽を積んでおられ

ますことに、敬意と感謝を申し上げたいと思います。 

 さて本日 15 日は小正月と呼ばれ、1 月 1 日を大正月といいます。古くは小正月

までは松の内と呼び、この日までは門松を飾っていましたが、江戸時代に徳川幕府

の命により、1 月 7 日までを大正月までとされました。しかしながら関東地方以外

には広まりませんでした。ですから関西地方では、今でも 15 日までを松の内とし

ています。また、年の暮れから正月の間忙しく働いていた女性たちが、やっとひと

段落できる日ということで、別名女正月（めしょうがつ）とも言われています。 

 大正月は歳神に供え物をする公式な儀式の行事が中心ですが、小正月には、小

豆粥を炊くことで、今年の米の豊作を占うなど、農業や家庭などの人々の生活に

密着した行事が多いのが特徴であります。また、お供えしていた鏡餅を下げてい

ただく鏡開きや、正月飾りや古いお札などを燃やす「どんと焼き」の風習も、小

正月の行事の一環として行われていたものです。わらや竹などでやぐらを組んで

燃やし、家族や地域の無病息災を祈ります。そして竹の先にスルメやモチを焼い

て食べると健康になると言われています。また、習字を燃やすと字が上手になる

とも言われています 

 これらの「小正月行事」は、比較的豊かで平穏だった江戸時代後期（２００年

前）に、日常生活を楽しいものにするための、風俗習慣が庶民生活に根付いたも

のと言われています。 

 このようなお正月を収めるといった感じのよき文化の風習や古い慣わしも、時

とともに消えつつあるようですが、この先も継承されていくように、地域がもっ

と活性化されることを願っています。 

藤本 和俊 会長 

 

 

 

会長の時間 



 髙島  登 幹事 

 

本日、緊急理事会が開催されました。 

＜決議事項＞ 

1. 植田 直平会員退会（12 月末）           ・・・・・・・承認 

 

 

 

◎ニコニコ箱委員会                   中野 秀一 委員長 
 

・結婚記念日 自祝 大西 寛治 君 

・寒い日が続いております 体をご自愛下さい 藤本 和俊 君 

・早退 お詫び 松原 清一 君 

・えべっさんに行って来ました 佐藤 多加志君 

・おいしいぼたん鍋を食べて来ました 木村 克己 君 

・皆様のニコニコに感謝 中野 秀一 君 

・長女が成人しました 空門 満也 君 

 

 

◎米山奨学委員会                   田川 和見 委員長 

 米山奨学生 付翠紅さん 
 

中国から来られた米山奨学生の付翠紅（フ スイコウ）さんが、ゲストとして訪問さ

れ、お正月自国に帰省された事、現在進行中の論文の事など近況報告等をしていただ

きました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎1 月 15 日（火）例会後第 5回クラブ協議会が開催されました 

委員会報告 

幹事報告 



 

「 新しいロータリーを知る 」 

 上田 正義 会員 
  

今月はロータリー理解推進月間であります。今月のロ

ータリーの友にロータリーを知る記事が載っております

ので紹介したいと思います。 

ロータリーの誕生とその成長 

20 世紀初頭のシカゴの街に事務所を構えていた青年

弁護士ポール・ハリスは友人3 人と語らって、お互いに

信頼のできる公正な取引をし、仕事上の付き合いがそのまま親友関係にまで発展するよ

うな仲間を増やしたい、という趣旨でロータリークラブという会合を考えました。ロー

タリーとは集会を各自の事務所持ち回りで順番に開くことから名付けられたものです。 

こうして1905 年 2 月 23 日にシカゴロータリークラブが誕生しました。 

それからは、志を同じくするクラブが、つぎつぎ各地に生まれて、国境を超え、今で

は200 以上の国と地域に広がり、クラブ数34,404 、会員総数1, 230,551人（2012 年

5月 31日 RI 公式発表）に達しています。  

このように、歴史的に見ても、ロータリーとは職業倫理を重んずる実業人、専門職業

人の集まりなのです。その組織が地球の隅々 にまで拡大するにつれて、ロータリーは

世界に眼を開いて、幅広い奉仕活動を求められるようになり、現在は多方面にわたって

多大の貢献をしています。 

日本のロータリー 

わが国最初のロータリークラブは、1920 （大正9 ) 年 10 月 20 日に創立された東京

ロータリークラブで、翌1921 年 4 月 1 日に、世界で855 番目のクラブとして、国際

ロータリーに加盟が承認されました。 

日本でのロータリークラブ設立については、ポール・ハリスの片腕としてロータリー

の組織をつくり、海外拡大に情熱的に取り組んだ初代事務総長チェスリー・ペリーと、

創立の準備に奔走した米山梅吉、福島喜三次などの先達の功を忘れることができません。 

その後、日本のロータリーは、第2 次世界大戦の波に洗われて、1940 年に国際ロー

タリーから脱退します。戦後1949 年 3 月になって、再び復帰加盟しますが、この時、

復帰に尽力してくれたのが国際ロータリーの第3 代事務総長ジョージ・ミーンズでした。 

その後の日本におけるロータリーの拡大発展は目覚ましいものがあります。ロータリ

ー財団への貞献も抜群で、今や国際ロータリーにおける日本の地位は不動のものになり

ました。現在、日本全体でのクラブ数は2,289、会員数88,789人（2012年 10 月末現在）

となっています。 

先週の卓話 



RI会長田中作次氏の「ロータリーの徽章をいつもあなたの襟に」というメッセージが

掲載されておりましたのでご紹介いたします。 

「私は日本人ビジネスマンであり、ほぼ毎日、背広を着用します。そして襟には必ず

ロータリーの徽章を着けています。それは、ロータリアンであることに誇りを感じてい

るからです。ロータリーの徽章を着けていれば、どこへ行っても、誰が見ても、私がロ

ータリアンであることは一目瞭然です。それを目にした人がロータリアンであれば、私

が友人だとわかるでしょう。徽章は、ロータリアン以外の人の目にも留まります。それ

らの人たちみんなに、この徽章の意味を理解してほしいと思っています。 

ロータリアンの自覚を促すロータリーの徽章 

そんなわけで、私は皆さんがロータリーの徽章を着け、その意味の認識を広めてくだ

さるようにお願いしています。徽章を着ければ心構えが変わる、と私は信じています。

言葉を選び、行動に気を配るようになるでしょう。そして何よりも、世の中のためのロ

ータリアンであるという自覚を持つようになるでしょう。 

私たちは常に、ロータリーについて人々に伝える用意をしておくべきです。誰かにロ

ータリーの徽章のことを尋ねられたら、すぐに答えられるようにしておきましょう。ロ

ータリーとは何ですか？ ロータリーは何をする団体ですか？ このような質問に対

して、私たち一人ひとりが明確に答えられる心構えをしておくことが大切です。 

会員を増やしたい、という理由だけでは、会員候補者のところへ行って、入会するよ

う頼むわけにはいきません。私たちはその人に、ロータリーが本当に素晴らしい団体で

あり、ロータリークラブに入ることでより幸せになれることを伝えなければなりません。 

自分がロータリーから受けた恩恵を伝えるために 

ロータリーに入会するよう人に勧めることは、その人のためになることでもありま

す。私たちは皆、ロータリーへの入会を勧めてくれた人に感謝していると思います。

私自身も、ロータリーのおかげで、人生がより幸せで、実り多いものとなりました。

八潮ロータリークラブに入会した日が、人生においてそれまでとは異なった方向に歩

む第一歩となった日であることは間違いありません。その日から私は、人とのつなが

りがさらに広がり、より満足が得られ、充足感と平和に対するより深い意識を求める

ようになったのです。 

私はいつも、この気持ちをぜひほかの人たちに伝えたいと思っています。新会員を連

れてくるのもその方法の一つです。ただしそれは、ロータリーとその活動の認識を高め

ることで、また、ロータリーの公共イメージに焦点を当て、日々、ロータリーの徽章を

着用することでも、実践されなければならないと思います。」 

 

 



終わリに 

日本のロータリアンの数は、年々減少して今や9万人を切っている現状です。私たちは

何としてでも、ロータリーの活性化を図り、将来のロータリーを担う可能性のあるロー

タリアンの増加を図ることが急務です。最近、167か国の 1万1,334 人のロータリアン

のアンケートやインタビューを集約したSiegel Galeの調査報告では、ロータリーは「社

会的・倫理的に責任あるリーダーの集まり」であることを強調しています。そして、「社

会責任と職業人の特性を組み合わせた国際社会、地域社会での奉仕活動こそがロータリ

ーの原動力である」といっています。私たちは、新しい「ロータリーの目的」のもとに、

自信を持ってロータリーの奉仕を推進し、平和な世界社会の達成を望みたいと思います。 

(2004－06年 R 1 理事第2710 地区ガバナー） 
 

最後にロータリーの友P18～21にてロータリーの最新情報、また、ロータリーの公共イ

メージの向上についても紹介しております。再度ご一読ください。 

イバラカンザシ 

 
新「ロータリーの目的」 
 
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことに

ある。具体的には、次の各項を奨励することにある： 

第1 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること； 

第2 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉

仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること； 

第 3 ロータリアン一人一入が、個人として、また事業および社会生活において、日々 、

奉仕の理念を実践すること； 

第4 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平

和を推進すること。 
 
付記 

「ロータリーの目的」の4 つの項目は、等しく重要な意味を持ち、また同時に行動を起こ

さなければならないものであるということで、Rl 理事会の意見が一致した。 

（ロータリー章典26.020 ) 

 

根の上に咲いています。と言うかひっつ

いています。植物では無く動物です。 

海の中はサンゴやイソギンチャクもそ

うですが一見植物に見えて実は動物と

いうものが多くあります。 

イバラカンザシもそうです。 

岩の上で綺麗に咲いていますが、触れる

と穴の中に入ってしまいます。 


